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▼
議
長
を
終
え
て

　

最
初
に

お
話
を
頂

い
て
か
ら
、

１
週
間
程

は
毎
日
進

行
表
を
読
み
直
し
て
い
ま
し
た
。

何
時
も
よ
り
入
念
に
議
案
書
に
も

目
を
通
し
ま
し
た
。
本
番
当
日
は

普
段
付
け
な
い
入
れ
歯
に
ポ
リ
グ

リ
ッ
プ
を
使
い
活
舌
を
良
く
し
ま

し
た
が
、
効
果
の
程
は
如
何
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

▼
司
会
を
終
え
て

　

目
立
つ

事
が
苦
手

な
私
に
司

会
の
大
役

が
。
何
故

と
思
い
ま
し
た
が
、
先
輩
達
か
ら

｢

や
っ
て
あ
げ
な
さ
い
よ｣

と
の

後
押
し
が
あ
っ
て
引
き
受
け
ま
し

た
。
総
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
食

欲
が
無
く
な
り
、
前
日
は
何
も
口

に
入
ら
な
い
。
当
日
何
と
か
終
わ

ら
せ
る
事
が
出
来
た
後
は
食
欲
が

何
時
も
よ
り
何
倍
も
。
久
し
振
り

の
達
成
感
で
し
た
。

▼
安
全
標
語
優
秀
賞
を
受
け
て

　

安
全
に

関
す
る
項

目
に
つ
い

て
は
、
監

査
報
告
書

に
記
載
し
た
通
り
で
す
の
で
、
議

案
書
の
中
の
事
業
報
告
書
、
事
業

計
画
書
と
併
せ
て
参
照
し
て
貰
い

た
い
。
６
年
間
の
監
事
経
験
か
ら

一
言
。
任
期
を
終
え
た
今
、
未
だ

未
だ
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
と

率
直
に
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
表
彰
者
を
代
表
し
て

　

気
配
り

の
出
来
る

仲
間
達
に

囲
ま
れ
て

業
務
委
員

会
在
籍
９
年
の
歳
月
は
、
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
。
就
業
相
談
で

は
、
困
惑
し
閉
口
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
相
談
者
の
就
業
先
が
決
ま

り
、
お
礼
の
言
葉
を
頂
い
た
時
に

は
こ
ち
ら
も
心
か
ら
良
か
っ
た
と

思
え
た
。
喜
び
も
困
惑
も
悩
み

も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
良
き
体
験
だ

っ
た
。

第
45
回

定
時
総
会

野瀬明男氏

福島和男理事長

山田美知子氏

島村　斎氏石松勝子氏

《
福
島
理
事
長
の
挨
拶
要
旨
》

　

今
年
、
セ
ン
タ
ー
は
設
立
四
十
四
年
を
数
え
ま

す
。
引
き
続
き
「
会
員
の
拡
大
」「
就
業
機
会
の
拡

大
」
を
核
に
据
え
た
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、新
た
な
課
題
を
抱
え
る
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
新
法
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
セ
ン
タ
ー
会

員
に
対
す
る「
請
負
・
委
託
契
約
」の
形
に
つ
い
て
、

発
注
者
を
含
め
た
新
た
な
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
主
体
的
参
加
と
活
動
で
運
営
さ

れ
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
組
織
と
そ
の

活
動
に
愛
着
と
魅
力
を
も
て
る
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
同
時
に
地
域
に
認
め
ら
れ
、
求
め
ら
れ
る
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
、
四
十
四
年
目
の
活

動
に
さ
ら
な
る
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

【
令
和
6
年
度
事
業
計
画
】

　

令
和
６
年
度
セ
ン
タ
ー
運
営
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す（
主
な
項
目
を
抜
粋
。

詳
細
は
総
会
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

①
会
員
の
拡
大
と
意
識
の
向
上

②
就
業
の
拡
大
、
就
業
活
動
の
支
援
と
適
正
就
業

へ
の
取
り
組
み

③
安
全
の
徹
底
と
健
康
管
理

④
社
会
奉
仕
・
地
域
貢
献
活
動
の
展
開
と
展
望

⑤
成
年
後
見
事
業
の
展
開

⑥
組
織
運
営
等
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《
優
秀
賞
》

 

ち
ょ
っ
と
待
て 

ゆ
ず
る
心
が
身
を
守
る 

人
も
車
も 

自
転
車
も

島
村
　
　
斎

《
入
選
作
》

 

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

家
族
の
思
い 

胸
に
留
め
必
ず
守
る 

安
全
第
一

石
上
　
健
蔵

《
入
選
作
》

 

怠
る
な 

周
囲
の
確
認 

正
し
い
手
順 

確
か
な
作
業
が
事
故
防
ぐ

中
村
　
和
明

《
佳
作
》

 

安
全
は 

ル
ー
ル
順
守
と
危
険
予
知 

み
ん
な
で
築
こ
う
0
災
害

栗
原
　
壮
二

《
佳
作
》

 

「
栄
養
・
体
力
・
社
会
参
加
」
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
三
本
柱

       

人
生
一
〇
〇
年
時
代 

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
で
行
き
ま
し
ょ
う
！

立
川
　
正
雄

《
佳
作
》

 

安
全
は 
小
さ
な
注
意
の
積
み
重
ね 

守
る
勇
気
で 

家
族
の
笑
顔

土
屋
　
芳
夫

令
和
六
年
度　

安
全
標
語
優
秀
作
（
敬
称
略
）

◦センターの発展に貢献し功績が顕著な事業所
団体等

学校法人 岡崎学園 片山幼稚園
学校法人 立教学院 情報企画室
社会福祉法人 殿山福祉会 かりやなかよし保育園
サンキュ株式会社
特定非営利活動法人 暮らしネット・えん
株式会社 広栄社

◦地区長・地区委員及び職群班班長、副班長と
して 3年以上に亘りセンター事業に貢献し、
その功績が顕著であると認められた者

佐藤　正明　職群副班長　3 年 11 か月
小原　孝雄 ( 故人 ) 職群班長　11 年
田中　正之　地 区 長　6 年
中村　隼人　地区委員　6 年
谷中　勝夫　地区委員　8 年
川崎　善功　地区委員　10 年
品川　春雄　地区委員　6 年
澤田　洋一　地区委員　4 年
吉田　幸夫　地区委員　6 年

川口　重雄　地区委員　7 年 6 か月
東原　和秋　地区委員　4 年
柴田美代子　地区委員　4 年

◦各委員会等の委員もしくは役員としてその功
績が顕著であると認められる者

石松　勝子　　業務委員　9 年
栗原　壮二　　安全委員　12 年
加藤　文子　　就業開拓委員　4 年 6 か月
田中　克己　　地域活動委員　10 年
松森眞理子　　会員開発委員　4 年
山岸　光一　　成年後見委員会　3 年 4 か月
佐々城眞知子　成年後見委員会　4 年
並木　登美江　親睦会　10 年
島村　　斎　　親睦会　6 年
前田久美子　　親睦会　4 年

◦センター役員に引き続き 2年以上在任し、退
任した者

山口　俊朗　理事　6 年
立川　正雄　理事　2 年
島村　　斎　監事　6 年

令
和
六
年
度
表
彰
者
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令
和
6
年
度

役
員
人
事
決
定

理
事
長	

福ふ
く
し
ま島　

和か
ず

男お

副
理
事
長	
石い
し
い井　

　

修お
さ
む

理
　
　
事	

金か
ね
え
だ枝　

久ひ
さ

子こ

　
〃	

清し
み

水ず　

陽よ
う
す
け介

　
〃	

半は
ん
だ田　
　

茂し
げ
る

　
〃	

浅あ
さ
の野　

信の
ぶ

夫お

　
〃	

前ま
え
さ
こ迫

シ
ヅ
ヱ

　
〃	

太た

刀ち

川か
わ

和か
ず

男お

　
〃	

細ほ
そ
ぬ
ま沼　
　

栄さ
か
え

　
〃	

中な
か
む
ら村　

和か
ず
あ
き明

　
〃	

三み
や
け宅　

新し
ん
ご吾

　
〃	

山や
ま

野の

邉べ

範の
り
か
ず一

　
〃	

小お

の野　
由ゆ

み

こ
美
子

　
〃	

平ひ
ら

野の　

静し
ず

香か

専
務
理
事	

片か
た
や
ま山　

佳よ
し
の
り則

監
　
　
事	

内う
ち
ぼ
り堀　

敏と
し
ろ
う朗

　
〃	

飯い
い
づ
か塚　

剛た
け
ひ
こ彦

中
村
　
和
明
　
平
成
23
年
よ
り
安

全
委
員
会
で
活
動
し
て
い
る
の
で
、

新
任
と
も
再
任
と
も
取
れ
る
今
回

の
就
任
で
す
。
昨
今
、
事
故
件
数

が
減
少
傾
向
に
あ
り
安
堵
し
て
い

ま
す
が
、
気
を
抜
か
ず
安
全
就
業

を
目
指
し
ま
す
。

三
宅
　
新
吾
　
重
責
を
担
っ
た
と

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
自
分

の
ペ
ー
ス
を
崩
さ
ず
、
自
然
体
で

取
り
組
む
事
が
目
標
で
す
が
、
持

ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
案

件
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

小
野 

由
美
子
　
父
の
影
響
で
、

職
人
さ
ん
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
自
転
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
で
も
、
技
術
を
継
承

し
て
い
く
の
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、

頑
張
っ
て
欲
し
い
。
理
事
と
し
て

市
議
会
議
員
と
し
て
、
SC
の
良
さ

を
拡
散
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

内
堀
　
俊
朗
　
多
少
簿
記
の
知
識

が
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
通
用

す
る
か
不
透
明
で
す
。
先
ず
は
、

会
員
皆
様
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

新任
挨拶

地
域
活
動
部
会

事
業
活
動
部
会

組
織
活
動
部
会

就
業
開
拓
委
員
会

安
全
委
員
会

業
務
委
員
会

広
報
委
員
会

会
員
開
発
委
員
会

総
務
委
員
会

部
会
長

　細
　
沼
　
　
栄

部
付
理
事

　平
野
静
香

部
会
長

　清
水
陽
介

部
付
理
事

　山
野
邉
　
範
一

部
会
長

　金
枝
久
子

部
付
理
事

　三
宅
信
吾

部
付
理
事

　小
野
　
由
美
子

委
員
長

　細
　
沼
　
　
栄

野
田
重
夫

岡
田
　
顕
太
郎

委
員

宇
佐
見
　
好
孝

高
橋
　
悠
紀
子

委
員
長

　前
迫
　
シ
ヅ
ヱ

副
委
員
長

　小
林
俊
一

委
員

吉
田
紀
生

尾
形
三
津
子

梁
川
淑
広

小
泉
悦
子

館
　
　
明
　
良

委
員

淺
見
功
正

渋
谷
　
サ
ヨ
コ

黒
子
雅
弘

小
　
松
　
　
正

土
屋
　
ふ
さ
子

委
員
長

　太
刀
川
和
男

副
委
員
長

　大
島
直
次

委
員

佐
藤
静
子

磯
野
博
子

宇
田
川
　
正
夫

立
川
　
富
士
江

小
野
　
ひ
さ
子

松
木
章
子

土
屋
芳
夫

林
　
　
文
　
雄

委
員

立
川
正
雄

清
見
倢
英

五
十
嵐
　
恭
子

神
澤
　
薫

委
員

牧
　
　
喜
代
美

久
保
徹
夫

委
員
長

　半
　
田
　
　
茂

委
員
長

　中
村
和
明

委
員
長

　清
水
陽
介

成
年
後
見
委
員
会

地
域
活
動
委
員
会

井
上
陽
一

野
瀨
明
男

島
津
和
人

委
員

菅
井
武
弘

日
比
野
　
隆
三

大
和
田
　
　
進

委
員

柳
澤
　
眞
理
子

髙
森
英
一

萩
原
　
千
津
子

内
藤
孝
一

山
田
　
美
知
子

加
藤
光
浩

委
員
長

　浅
野
信
夫

副
委
員
長

　草
刈
朝
光

委
員
長

　金
枝
久
子

副
委
員
長

　三
宅
新
吾

部会・委員会メンバー 一部、人事異動がありました。令和6年度の
部会・委員会の新たなメンバーを紹介します。

理事会
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働
く
仲
間
た
ち

　
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
が
あ
る
。

地
味
だ
が
市
民
に
愛
さ
れ
て
長

い
間
続
い
て
い
る
。
そ
の
作
業

所
で
働
く
仲
間
を
紹
介
す
る
。

　

6
月
2
日
、
第
31
回
「
新
座

市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
か
ら
も
毎
年
参
加

し
て
い
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
自
転

車
」
の
販
売
が
あ
り
、
今
年
は

２
台
が
引
き
取
ら
れ
た
そ
う
で

す
。

　

今
回
は
作
業
班
の
現
場
を
訪

ね
ま
し
た
。

地区 町名 地区長 担当理事 地活委員 親睦会

1
1 畑中1 〜 3 井出　竹安

半田　　茂 日比野隆三 井出　竹安
2 馬場1 〜４

2

3 池田1 〜 5 島村　　斎

前迫シヅヱ 井上　陽一 並木登美江4 栄1 〜２ 山根　主吉

5 栄3 〜 5
新塚 佐藤　義之

3

6 野火止4 石井　信行

三宅　新吾 小菅さちよ7 あたご1 〜 3
菅沢1 〜 2 百瀬ひろ子

8 野火止1 〜 3 眞岡　信之

4

9 野火止5 櫻　　博子

中村　和明 島津　和人 橋本　淑子10 野火止6 島津　和人

11 野火止7 〜 8 内山　秀治

5

12 北野1 〜 3

金枝　久子 野口　　伸13 東北1 〜 2
東3 渋谷サヨコ

14 東1 〜 2 稲葉美津雄

地区 町名 地区長 担当理事 地活委員 親睦会

6

15 新座1 〜 2 柴田　長寿

細沼　　栄 大和田　進 田中ハツヱ
16 新座3 田中ハツヱ

17 大和田1 〜 3 森田　行男

18 大和田4 〜 5
中野1 〜 3 後藤　勝義

7

19 片山1 〜３ 西山　詰一

太刀川和男 浅野　信夫 高瀬　好英
20 道場1 〜 2

堀之内1 〜 3 齋藤　教男

21 石神1、5 相澤　利成

22 石神2 〜 4 内堀　敏明

8

23 野寺1 〜 2 立川　正雄

浅野　信夫 野瀬　明男 後藤　勝義
24 野寺3 〜 5 渡辺　俊明

25 栗原1 〜 3 齋藤　恒夫

26 栗原4 〜 6 品川　春雄

9
27 新堀1 〜 3 西丸　弘次

清水　陽介 菅井　武弘 前田久美子
28 本多1 〜 2

西堀1 〜 3 石岡　京子

令和 6年度　地域活動　担当者一覧表 　地域で活動する仲間たちです。今年度もよろしくお
願いいたします。
（左端の算用数字はブロック名です。空欄は調整中）

　

就
業
者
は
２
人
の
み
、
月
～

金
の
勤
務
体
制
。
静
寂
の
作
業

場
で
、
解
体
と
点
検
修
理
、
そ

し
て
組
み
立
て
が
続
き
ま
す
。

し
か
し
出
来
上
が
っ
た
時
の
達

成
感
が
ど
う
に
も
言
え
な
い
位

う
れ
し
い
と
の
事
で
し
た
。

　

今
は
後
継
者
が
現
れ
な
い
の

が
心
配
と
の
事
で
す
。
子
供
の

こ
ろ
時
計
を
分
解
し
た
経
験
の

あ
る
方
、
組
み
上
げ
る
の
も
楽

し
そ
う
で
す
よ
、
ぜ
ひ
現
場
を

覗
い
て
み
て
下
さ
い
。   （
館
）

作
業
場
・
販
売
所

（
石
神
1-

1-

5
北
原
集
会
所
・
横
）

奥が中屋 怜さん、手前が北岡郁三さん
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輝くシニア
の時代

　
私
達
の
青
春
時
代
、
胸
を
と

き
め
か
せ
て
く
れ
た
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
が
幾
つ
も
あ
っ
た
事
を
覚

え
て
い
ま
す
か
？
ご
存
じ
で
す

よ
ね
。

　

原
信
夫
と
シ
ャ
ー
プ
ス
＆
フ

ラ
ッ
ツ
、
有
馬
徹
と
ノ
ー
チ

ェ
・
ク
バ
ー
ナ
、
早
川
真
平
と

オ
ル
ケ
ス
タ
・
テ
ィ
ピ
カ
東
京
、

そ
し
て
見み
さ
ご
た
だ
あ
き

砂
直
照
と
東
京
キ
ュ

ー
バ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
。

　

中
で
も
人
気
抜
群
は
キ
ュ
ー

バ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
だ
っ
た
。
マ

ン
ボ
の
大
流
行
で
マ
ン
ボ
ナ
ン

バ
ー
５
、
セ
レ
ソ
・
ロ
ー
サ
、

エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
、
ベ

サ
メ
・
ム
ー
チ
ョ
等
が
ラ
ジ
オ
、

Ｔ
Ｖ
か
ら
流
れ
、
つ
い
つ
い
体

が
動
い
て
い
た
。

　

こ
の
バ
ン
ド
の
ベ
ー
シ
ス
ト

佐
々
木
エ
ヘ
ラ
俊
一
さ
ん
（
見

砂
さ
ん
の
付
け
た
渾あ
だ
な名
が
シ
ャ

チ
ョ
ウ
）
が
新
座
市
SＣ
の
仲
間

な
の
で
取
材
を
仕
掛
け
る
。

　

ご
近
所
の
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ

ン
で
待
ち
合
わ
せ
と
し
た
が
、

二
軒
あ
る
と
判
明
、
エ
ヘ
ラ
氏

の
指
定
喫
茶
店
に
変
更
。
東
久

留
米
駅
近
く
の
店
に
赴
く
。
知

る
人
ぞ
知
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
な
店
イ

ー
ス
ト
エ
ン
ド
だ
っ
た
。
マ
ス

タ
ー
の
「
二
階
で
す
よ
」
に
誘

わ
れ
ご
対
面
と
な
っ
た
。

　

こ
ち
ら
は
見
知
っ
て
い
る
が

一
応
初
対
面
の
挨
拶
か
ら
早
速

興
味
あ
る
話
へ
入
る
。

　

ベ
ー
ス
へ
の
き
っ
か
け
は
駒

沢
大
学
の
軽
音
楽
部
で
、
空
い

て
い
る
の
で
ベ
ー
ス
だ
っ
た
。

舞
台
に
一
緒
に
た
っ
て
も
、
変

な
音
が
出
る
の
は
拙
い
か
ら
、

弾
け
る
ふ
り
を
し
ろ
！　

文
化

会
な
の
に
体
育
会
の
雰
囲
気
だ

っ
た
そ
う
だ
。
東
洋
、
早
稲
田

等
他
大
学
と
の
関
係
も
あ
り
、

そ
こ
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー

に
な
れ
な
い
の
で
、
キ
ャ
バ
レ

ー
で
バ
イ
ト
を
し
て
る
と
い
う

不
思
議
な
話
も
あ
っ
た
。

　

当
時
は
ジ
ャ
ズ
、
ラ
テ
ン
、

タ
ン
ゴ
、
ウ
エ
ス
タ
ン
等
洋
楽

系
の
音
楽
で
溢
れ
て
い
た
。
同

年
代
の
経
験
で
興
味
津
々
、
コ

ー
ヒ
ー
の
お
代
わ
り
を
し
て

長
々
と
話
し
込
ん
だ
。

　

途
中
「
今
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
は
厳
し
い
時
代
だ
よ
。
特

に
コ
ロ
ナ
以
降
は
思
う
よ
う
な

場
は
な
か
な
か
無
い
ね
」「
だ

が
キ
ュ
ー
バ
ン
で
の
経
歴
が
、

未
だ
に
生
き
る
よ
」「
で
も
新

世
代
に
は
、
段
々
通
用
し
な
く

な
っ
て
き
た
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り

寂
し
そ
う
な
目
。
だ
か
ら
奥
さ

ん
に
尻
を
た
た
か
れ
、
シ
ル
バ

ー
で
稼
い
で
る
と
大
笑
い
し
た
。

　

志
木
駅
周
辺
で
清
掃
・
草
む

し
り
な
ど
の
慣
れ
な
い
仕
事
で

戸
惑
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

舞
台
で
ベ
ー
ス
を
弾
く
の
と
は

大
違
い
の
疲
労
感
だ
よ
と
今
度

は
苦
笑
い
。（
わ
か
る
ね
～
）

　

今
は
ピ
ア
ノ
、
ド
ラ
ム
ス
の

ト
リ
オ
で
あ
る
エ
ヘ
ラ
バ
ン
ド

の
リ
ー
ダ
ー
。
昨
今
十
数
年
来

の
メ
ン
バ
ー
が
亡
く
な
り
、
家

族
葬
に
呼
ば
れ
自
分
だ
け
が
他

人
だ
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
辛

か
っ
た
。
世
代
共
通
の
経
験
談

も
出
て
取
材
は
終
盤
と
な
る
。

　
「
や
っ
ぱ
り
仲
間
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
楽
し
い
し
、
元
気
が

出
る
ね
。
聞
い
て
く
れ
る
人
た

ち
も
楽
し
そ
う
な
の
が
嬉
し
い

よ
。
大
き
な
舞
台
で
思
い
切
り

弾
く
の
も
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の

ト
リ
オ
演
奏
も
同
じ
よ
う
に
心

は
躍
る
ね
。
や
は
り
音
楽
は
良

い
よ
！
」
で
取
材
終
了
。

　

以
前
演
奏
中
に
撮
影
し
た
写

真
を
数
枚
お
み
や
げ
に
持
参
し

た
の
が
喜
ば
れ
、
コ
ー
ヒ
ー
代

を
ご
馳
走
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

（
吉
田
）

佐
々
木
エ
ヘ
ラ
俊
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

石
神
3

を
こ
よ
な
く
愛
し

　

音
楽
を
慈
し
む

Jazz
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帯
状
疱
疹
は
、
多
く
の
人
が
子
供
の

と
き
に
感
染
す
る
水
ぼ
う
そ
う
の
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
水
ぼ
う

そ
う
が
治
っ
た
後
も
、
ウ
イ
ル
ス
は
体

内
に
潜
伏
し
ま
す
。

　

加
齢
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
が

発
症
の
原
因
で
す
。
特
に
50
歳
代
か
ら

発
症
率
が
高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
約

３
人
に
１
人
が
帯
状
疱
疹
を
発
症
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
発
症
の
き

っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病

や
が
ん
な
ど
の
免
疫
力
が
低
下
す
る
病

気
が
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

体
の
片
側
の
一
部
に
ピ
リ
ピ
リ
と
し

た
痛
み
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
部
分
に
赤

い
発
疹
が
出
て
き
ま
す
。
痛
み
は
徐
々

に
増
し
て
い
き
、
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど

激
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状
の
多

く
は
上
半
身
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
が
、
顔

や
目
、
頭
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

体
の
片
側
に
起
こ
る
痛
み
が
帯
状
疱

疹
の
初
期
症
状
で
す
が
、
痛
み
だ
け
の

段
階
で
は
様
々
な
病
気
や
症
状
と
区
別

が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
痛
み
に
加

え
て
そ
の
部
位
に
発
疹
な
ど
皮
膚
症
状

が
現
れ
た
場
合
に
は
す
ぐ
に
皮
膚
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
や
治
療
が
遅

れ
る
こ
と
に
よ
り
発
疹
が
治
っ
た
後
も

し
つ
こ
い
神
経
痛
（
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛
）
が
残
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

皮
膚
の
症
状
が
治
っ
た
後
も
、
痛
み

が
残
る
こ
と
が
あ
り
、
３
か
月
以
上
痛

み
が
続
く
も
の
を
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛

と
よ
び
ま
す
。「
刺
す
よ
う
な
痛
み
」

や
「
焼
け
る
よ
う
な
痛
み
」
と
表
現
さ

れ
、
数
年
に
わ
た
っ
て
痛
み
が
改
善
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
は
帯
状
疱
疹
の

合
併
症
の
中
で
最
も
多
く
、
50
歳
以
上

で
帯
状
疱
疹
を
発
症
し
た
人
の
う
ち
、

約
２
割
が
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
や
耳
に
帯
状
疱
疹
が
あ
ら
わ
れ
る

と
、
め
ま
い
や
耳
鳴
り
と
い
っ
た
合
併

症
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

重
症
化
す
る
と
、
視
力
低
下
や
失
明
、

顔
面
神
経
麻
痺
な
ど
、
重
い
後
遺
症
が

残
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
体
調
管
理
を
心
が
け
、
免

疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
50
歳
以
上
の
方
は
、
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　

新
座
市
で
は
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
、
接

種
日
時
点
で
新
座
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
50
歳
以
上
の
方

【
助
成
内
容
】

　

助
成
額
：
１
回
に
つ
き
４
千
円

※
助
成
は
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
２
回
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
、

生
涯
１
度
き
り
で
す
。

※
詳
細
は
、
新
座
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
新
座
市
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

帯
状
疱
疹
に
要
注
意

　
　

新
座
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
計
画
係

新・健康
ニュース

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
潜
伏

痛
み
や
発
疹
が
あ
ら
わ
れ
ま
す

発
疹
が
出
た
ら
す
ぐ
に
受
診

３
か
月
以
上
痛
み
が
続
く
こ
と
も

帯
状
疱
疹
に
な
ら
な
い
た
め
に

そ
の
他
の
合
併
症
に
も
注
意

約
３
人
に
１
人
が
発
症

詳細はお問い合
わせください。
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美しき新座写真展
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並木 傑  新座市長 

  

原田 凱光  野火止１ 

金子 廣志  新座市教育長 
竹内 博  野火止５ 

３０年続けた写真展を公募展に模様替えをしました。応募作品の条件は新座市内で撮影したものです。 

市長、教育長に出品をお願いし、又ＳＣ会員の応募もあり写真展の体裁は整えられました。 

その他に俳句連盟から俳画写真の応募があり、ユニークな写真展となりました。 

ファインダーを通してみる世界は、普段目にする風景と異なり新鮮な美しさがあります。 

これがタイトルに「新発見」と謳った理由でもあります。毎号お楽しみ下さい。 

連作  “あさ” 

  

備えあれば・・・・・・ 

  

木洩れ陽の中で 

  

紅葉 二度目のお勤め 

  

再現 その １ 

タイトル 

タイトル 

タイトル 

タイトル 

再現 その 1
30年続けた写真展を公募展に模様替えしました。応募作品の条件は新座市内で撮影したものです。
市長、教育長に出品をお願いし、又ＳＣ会員の応募もあり写真展の体裁は整えられました。

その他に俳句連盟から俳画写真の応募があり、ユニークな写真展となりました。
ファインダーを通してみる世界は、普段目にする風景と異なり新鮮な美しさがあります。

これがタイトルに「再発見」と謳った理由でもあります。毎号お楽しみ下さい。

タイトル　連作　＂あさ＂
並木　傑　新座市長

タイトル　木漏れ陽の中で
原田　凱光　野火止1

タイトル　紅葉　二度目のお勧め
竹内　博　野火止5

タイトル　備えあれば………
金子　廣志　新座市教育長
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「どうする運転免許証返納？」

次回は「マイナ保険証、どうよ」をテーマに大募集します。気楽に、異論・暴論・呆言をお寄せください。

▶車は手放しても免許は手放さない◀
　80を機に、持ち車をやめた。その経費や手間ひまか
ら解放された。物を持たない身軽さは、一つ、小さな
羽根が生えたような心持ちでもある。
　わたしは、やりたいこと、やらなければならないこ
とが山ほどあるので、すこしでも多くはばたけると踏
んでいた。が、としのせいか、なかなか・・・。
　さて、ふだんの行動だが、仕事柄の取材はなるべく
近場で見つけるのを心がけるようになった。主に自転
車生活をしており、どうしても車が必要な時は、レン
タカーを利用する。車は手放したが、免許返納だか返
上だか、そんなハナシに乗る気はさらさらない。

（ま～だだよ！　東81歳女）

▶家族の意見を聞いて適切に◀
　昨今自動車事故のニュースが報道で流れる中で高齢
者の事故が目立っており、その原因がブレーキとアク
セルの踏み間違えや信号の見落としが多く伝えられて
います。2019年東池袋の暴走自動車事故の後、高齢
者の免許証の返納が増えたようですが、その後徐々に
鈍化しているようです。来年は後期高齢者になる私で
す。今年4月に免許の更新をしましたが、高齢者の事
故のニュースを聞くたびにこれから先何年運転出来る
か考えることが多くなりました。免許証の返納につい
ては、ほぼ毎日運転しているなかで、自分だけでなく
家族の意見にも耳を傾けて、適切に考え返納したいと
思います。      (免許更新したばかりの男　池田74歳)

▶60年の運転歴から電動自転車に乗り換え◀
　80歳になるのを機に運転免許証を返納した事に対す
る強い反省である。新座警察署に出向き返納申し出を
すると、窓口の若い女性事務官（警察官ではない）の、
和やかな「お疲れ様でした」の声とともに、60年に渡
る私の実績が手元から霧散した。大学入試発表の足で
教習所に向かい、都合20,000円+αで手にした免許証
は、同型の「運転経歴証明書」なるものにすり替えら
れて戻ってきた。あれから数年早とちりを悔いても誰
も褒めてくれない。今は電動自転車で市内を駆け回り、
「あァ～あっ！！歳を取ってはいけないんだ」とブツ
ブツ言いながら、趣味の撮影に取り組んでいる。
(警察の前で免許証を返してと叫ぶ男　北野80歳）

▶まだやれるはもう危ない◀
　ブレーキとアクセルを踏み間違えるか車線を逆走す
る前に、運転から足を洗いたいと思っている。若い頃
より運転がしんどくなってきたせいだ。雨の日や冬の
午後は明るさが足りないのでかなり緊張する。車間を
詰めてくる後続がミラーに映ると、顔がでかいSUV
だけでなく原付バイクでも早く消えてと願う。ネット
に「60歳以上のあなたは今すぐチェック！」という
運転能力診断があったので簡単な20問に答えたら、結
果は ｢加齢により事故リスクが高まった状態｣ の ｢事
故要注意｣ と出た。高齢者講習が必要になる免許証更
新は来年のその次なのだが、その前に自主返納した方
が利口かもなぁ。        （あおりが怖い男　北野67歳）

▶白内障の手術がウラ目に◀
　幼少時に高熱を出し、生死の境を彷徨った兄がいる。
一命は取り留めたが、右目の視力が著しく低下した。
地方都市に在住しており、車は通勤をはじめ日常生活
に欠かせなかった。定年退職してから白内障の手術を
したが、これが失敗。右目が益々弱視になり、両眼で
何とか免許更新はクリアできたが、兄の車に同乗する
と次第にセンターラインに寄って行き、危ないことこ
の上ない。それでも兄は早朝から長距離運転で海釣り
などを楽しんでいたが、80歳の手前で遂に運転を諦め
た。不便極まるが、バッグを背負って夫婦で買い物な
どをしている。足腰が衰えなくていいのだと苦く笑っ
た顔が寂しい。  (免許更新に意欲の弟　野火止75歳)

▶運転は妻に頼って50年・・・返納ですか？◀
　免許取得から50年、新座市にマイホームを建て30年。
車は殆ど運転したことがありません。自転車も苦手で
妻に注意されます。仕事の時、会合で出かける時、い
ろんな場面でどうしたか。実はいつも妻に送り迎えし
てもらっています。妻はお家の用事もありますので、
毎日運転しています。車の名義は私ですが実態は妻の
車です。仕事仲間や友人は妻を誉めますが、私のこと
ボロクソです。自転車に乗ろうとすると、妻が「怖い
からやめて！」となるような私。トホホですが、もう
すぐ高齢者講習が待ってます。妻は「車は動かすな！」
とは言いますが、それ以上は・・・返納が正解でしょ
うか？           （コミセンの山ちゃん　野火止68歳男）
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

フクロウとミミズクの違い?!
　4月27日(土)に東京国際展示場での「日本ホビーショ
ー」に行きました。私は午前10時に入場し、パッチワ
ークキルトのブースに直行。キルトは基本的に２枚の布
の間に中綿などを挟んで縫い合わせるものですが、今回
ワークショップでチャレンジしたのは「ミミズク人形」。
ミミズクはフクロウ科ですが、
頭は丸くなく、耳のように突出
した羽毛が生えています。ワー
クショップでは針金の足だけ付
いたボディをもらって、端切れ
の山から好きな布を選んで、顔
や羽などの型紙に合わせてカッ
トし、ボディに自由に縫い付け
ていくという作業。
私は時間内には顔面しか作れず。帰宅後、本物のミミズ
クに似せたいと思ってネットでさがし、オレンジ色の鋭
い眼光とふさふさの羽根の「アフリカオオコノハズク」
の写真を発見。すごく頑張って制作しました！

中国の西湖の畔で体験したことを思い出す
　5月26日、友人が出演する太極拳の発表会を見に行
きました。これまでコロナ禍で集まれなかったため今
回は何組かの合同発表会で、
11時から午後4時まで中央公民
館で行われました。みんなかな
りの練習を重ねたベテランばか
りのプログラムで、圧倒されま
した。日本の音楽（民謡やポピ
ュラーなど）を中国風にアレン
ジして、それに合わせて演舞す
る。衣装はグループで揃えて男
性も女性もそれぞれの形がとて
も美しく決っていました。
　昔、中国の西安に行った時、西湖の畔で太極拳をして
いる人たちがいたので見ていたら、日本から来たの？ 
せっかくだから、ちょっとだけでもやっていけとグルー
プに引き込まれ、見よう見まねで本場の太極拳に混ざっ
てやってみた時のことが思い出されました。

犬とクラリネット
これは私が実際に経験したことです。私の趣味はクラリ
ネットです。時々柳瀬川へ行き、川の音を聞きながら
気持ち良く練習することが大好きです。
ある朝、私がクラリネットを練習して
いると、一匹の柴犬が猛スピードで走
ってきて、私に向かって一生懸命に激
しく吠えだしました。飼い主の女性が
来て、｢実は、数年前に亡くなった主
人が、よくこの犬を連れて公園へクラ
リネットの練習に行っていました。ク
ラリネットを吹いている貴方を見て主人を思い出したよ
うです。すみませんでした｣ と言って通り過ぎました。
犬は何度も振り向き、私を見つめながら去って行きまし
た。私は、なるほど、犬は私たちと同じように感情を持
っているのだと思いました。その日から犬に対する見方
が変わり、散歩中の犬を見るたびに温かい気持ちになり
ました。あの犬は、私のクラリネットを聴いて、亡くな
られた飼い主にどんな思いを抱いたのでしょうか？

「鬼の筆」(春日太一著　文藝春秋刊）
脚本家橋本忍の栄光と挫折

　「羅生門」「七人の侍」「生きる」「風林火山」「ゼロの
焦点」「砂の器」｢八甲田山」――書き出せばきりがない
程のシナリオ作品を残して、2018年 7 月に100歳で亡く
なった橋本忍の評伝である。伊丹万作、黒澤明をはじめ
今井正、野村芳太郎、小林正樹、山
田洋次といった日本の映画史を代表
する映画監督とタッグを組み、記憶
にも記録にも残る脚本を世に出して
来た橋本忍という人間の生きざまを、
476ページにわたってつぶさに追い
かけている。
　圧巻は、並み居る巨匠に媚びる脚
本を書いて来たのではなく、自らの主義主張を曲げず、
監督との確執を抱え、不遇を託

かこ

ちながら己の生きざまを
貫いたその生涯にある。己の裡にある迎合できない「鬼」
に苦しまれた生涯であり、その鬼に抗うことによるエネ
ルギーが作品を生み出してきた。脚本家にスポットを当
てた評伝は多くはない。橋本忍はそれだけの価値あるシ
ナリオ作家といえよう。

（東 2　Ｅ.Ｋ.）

Clarinet ( 東１　唐　学誠） （野火止７　O.N.）Book

Quilting （野火止7　尾形 三津子） Tai Chi
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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

親
睦
会
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
親
睦
会
事
業
は
SC
事
業
と
違

い
常
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、

絆
や
仲
間
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
会
員
相
互
の
交
流
が
目
的
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
の
総
会
は
、
6

月
16
日
（
日
）
市
民
会
館
中
ホ

ー
ル
で
SC
定
時
総
会
に
ひ
き
続

き
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
役
員
も
含
め
、
総
勢
13
名

で
ス
タ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

役
員
一
同
皆
様
の
期
待
に
添
え

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
ご
鞭
撻
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

朝
か
ら
雨
模
様
で
雷
雨
ま
で

予
報
さ
れ
て
い
る
中
、
6
月
2

日
（
日
）
と
３
日
（
月
）
に
バ

ス
１
台
ず
つ
で
出
発
。
参
加
者

が
43
名
、
42
名
と
満
員
状
態
で

し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
添
乗
員
の

軽
や
か
な
ガ
イ
ド
で
、
バ
ス
の

中
で
は
仲
間
同
士
楽
し
い
一
時

で
し
た
。
東
北
道
に
入
っ
て
、

佐
野
SA
で
休
憩
し
、
早
速
ガ
イ

ド
さ
ん
お
薦
め
の
佐
野
ラ
ー
メ

ン
を
購
入
。

　

今
回
の
目
的
地
は
日
光
で
、

「
日
光
田
母
沢
御
用
邸
」
と

「
二
荒
山
神
社
」
で
す
。
直
前

の
5
月
28
日
に
上
皇
さ
ま
ご
夫

妻
が
御
用
邸
を
訪
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
で
興
味
が
湧
き
ま
し

た
。
到
着
し
て
早
速
入
口
で
集

合
写
真
を
撮
り
、
１
０
６
室
も

あ
る
屋
敷
内
を
順
に
見
て
回
り

ま
し
た
。
ふ
と
見
る
と
、
廊
下

の
板
戸
の
絵
に
す
ご
い
目
力
の

猫
を
発
見
。
や
は
り
普
通
の
屋

敷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昼
食
は
ゆ
ば
御
膳
の
お
店
へ
。

ま
さ
に
ゆ
ば
づ
く
し
。
隣
か
ら

修
学
旅
行
中
の
生
徒
達
の
元
気

な
声
が
響
い
て
き
ま
し
た
。
食

後
は
二
荒
山
神
社
へ
参
拝
。
多

　
今
年
度
の
親
睦
会
活
動
は
次

の
主
な
項
目
を
案
内
し
ま
す
。

①
新
春
の
つ
ど
い

　

年
の
初
め
に
挨
拶
と
元
気

を
確
か
め
合
う
場
と
し
て
開

催
。
今
年
度
は
交
流
会
検
討

中
で
す
。

②
親
睦
会
文
化
祭

　

引
き
続
き
親
睦
会
単
独
で

ふ
る
さ
と
新
座
館
で
実
施
し

ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
行

く
予
定
で
す
。

③
春
・
秋
の
日
帰
り
旅
行

　

年
２
回
の
日
帰
り
旅
行
は

今
後
と
も
実
施
予
定
。

④
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て

　

現
在
7
サ
ー
ク
ル
が
活
動
。

7
月
17
日
に
今
年
度
の
助
成

金
を
配
布
し
、
今
後
の
事
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

⑤
地
域
活
動
と
連
携
強
化

⑥
福
利
厚
生
に
つ
い
て

説明する後藤会長

春旅行の昼食 田母沢御用邸の前で

親睦会役員の集合写真

　
頼
ら
れ
る
親
睦
会
新
し
く
ス
タ
ー
ト

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
（
令
和
6
年
度
総
会
）

会　

長	

後
藤　

勝
義（
大
和
田
）

副
会
長	

石
井　
　

修（
大
和
田
）

副
会
長	

井
出　

竹
安（
畑　

中
）

副
会
長	

高
瀬　

好
英（
馬　

場
）

会　

計	

田
中
ハ
ツ
ヱ（
新　

座
）

幹　

事	

野
口　
　

伸（
東　

北
）

幹　

事	

橋
本　

淑
子（
野
火
止
）

幹　

事	

堤　
　

勇
次（
新　

座
）

幹　

事	

小
菅
さ
ち
よ（
あ
た
ご
）

幹　

事	

久
保　
　

清（
野
火
止
）

幹　

事	

五
味　

輝
子（
大
和
田
）

監　

事	

内
堀　

敏
朗（
石　

神
）

監　

事	

吉
川　

京
子（
大
和
田
）

　

令
和
6
年
度

　
　

親
睦
会
役
員

く
の
方
々
が
ご
家
族
の
健
康
を

祈
願
。

　

お
土
産
は
ま
ず
「
日
光
お
か

き
工
房
」
で
、
そ
の
種
類
の
多

さ
に
目
を
見
張
り
、
試
食
が
食

べ
放
題
飲
み
放
題
。
次
の
た
ま

り
漬
け
「
上
澤
梅
太
郎
商
店
」

で
は
試
食
の
大
粒
ら
っ
き
ょ
う

に
舌
鼓
。
お
財
布
の
紐
が
ゆ
る

み
っ
ぱ
な
し
。
い
ず
れ
の
店
へ

も
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
傘
を
さ
す
こ
と
な
く
入
店

で
き
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
内

で
は
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上

が
り
、
渋
滞
な
く
予
定
通
り
帰

途
に
着
き
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
の
事
業
計
画

春
の
日
帰
り
旅
行
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ホ
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〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉 Ｓ
Ｃ
広
報
委
員
会
〈
編
集
人
〉大
島
直
次

記

後

集

編

理
事
会
報
告

第
１
回
（
4
月
26
日
開
催
）

①
令
和
５
年
度
公
益
社
団
法
人

新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
補
正
予
算
に
つ
い
て
決

定
さ
れ
た
。

②
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
決
定
さ
れ
た
。

③
令
和
５
年
度
計
算
書
類
及
び

附
属
明
細
書
類
並
び
に
財
産

目
録
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

④
正
会
員
（
4
月
分
）
男
性
７

名
、
女
性
８
名
、
合
計
15
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
4
月
末
現
在
1
、6
9
0
名
】

⑤
役
員
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。

⑥
３
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

第
2
回
（
5
月
31
日
開
催
）

①
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
令

和
５
年
度
計
算
書
類
及
び
附

属
明
細
書
類
並
び
に
財
産
目

録
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

②
第
45
回
定
時
総
会
の
招
集
に

つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

③
第
45
回
定
時
総
会
の
議
案
に

つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

④
正
会
員
（
５
月
分
）
男
性
４

名
、
女
性
２
名
、
合
計
６
名

の
新
規
正
会
員
の
入
会
が
承

認
さ
れ
た
。

【
5
月
末
現
在
1
、6
5
9
名
】

⑤
第
45
回
定
時
総
会
被
表
彰
者

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

⑥
顧
問
の
選
任
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

⑦
４
月
分
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

⑧
令
和
５
年
度
期
末
決
算
監
査

講
評
が
報
告
さ
れ
た
。

　

６
月
２
日
、
８
地
区
（
野
火

止
１
～
３
）
で
懇
話
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
毎
回
タ
イ
ム
リ
ー

な
テ
ー
マ
を
選
ん
で
講
座
を
開

い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
新
座

警
察
署
生
活
安
全
課
の
高
橋
直

子
講
師
に
よ
る
「
特
殊
詐
欺
の

予
防
対
策
」
で
あ
っ
た
。

　

地
元
の
事
件
情
報
を
例
に
し

た
講
話
は
、︿
あ
る
あ
る
感
﹀

満
載
で
あ
っ
た
。
最
後
に
日
頃

の
生
活
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

防
犯
グ
ッ
ズ
を
沢
山
お
土
産
に

頂
き
ま
し
た
。

　

故
瀧
島
浩
二
さ
ん
の
ご
遺
族

か
ら
新
座
の
民
話
集
の
原
画
約

２
０
０
点
が
新
座
市
へ
寄
贈
さ

れ
、
４
月
23
日
か
ら
25
日
の
３

日
間
市
役
所
第
二
庁
舎
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て
遺
作
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
の
お

話
に
よ
る
と
、
今
後
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
新
座
市
の
文

化
・
民
俗
・
歴
史
に
ま
つ
わ
る

作
品
を
内
容
別
に
分
類
整
理
し

て
、
同
課
、
中
央
図
書
館
、
歴

史
民
俗
資
料
館
の
３
か
所
で
分

担
保
存
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

　

今
年
は
季
節
感
に
乏
し
く
、

今
が
春
な
の
か
夏
な
の
か
？
と

に
角
、
体
が
ど
う
対
応
し
て
よ

い
の
か
困
惑
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
夏
号
が
始
動
し
、

担
当
頁
の
割
り
当
て
が
決
ま
っ

た
。
ど
う
や
ら
こ
の
編
集
委
員

会
は
敬
老
精
神
が
欠
如
し
て
い

る
よ
う
だ
。
老
骨
に
鞭
打
ち
、

歯
を
食
い
し
ば
っ
て
い
る
年
寄

り
に
幾
つ
担
当
さ
せ
る
つ
も
り

か
？ 

上
手
く
人
を
使
う
な
ぁ

と
ツ
ク
ヅ
ク
感
心
す
る
。

　

何
し
ろ
何
と
な
く
手
掛
け
て

み
た
い
企
画
を
前
に
ぶ
ら
下
げ

ら
れ
る
と
、
つ
い
「
や
る
よ
」

と
手
を
上
げ
て
し
ま
う
。
そ
れ

は
本
人
の
責
任
だ
か
ら
、
手
早

く
原
稿
を
ま
と
め
、
後
は
ゲ
ラ

待
ち
と
ノ
ン
ビ
リ
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。            （
吉
田
）

閲
覧
・
貸
出
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
現
在
未
定
と
の
事
で
し
た
。

　

貴
重
な
資
料
が
市
民
に
広
く
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
事
を
期
待

致
し
ま
す
。
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【
表
紙
の
呟
き
】

　

ひ
ば
り
个
丘
駅
は
、
普
段
は
な

じ
み
の
薄
い
駅
だ
が
、
楽
し
み
が

あ
る
。
志
木
行
き
の
バ
ス
停
前
に

小
さ
な
町
中
華
が
あ
り
、
こ
こ
の

タ
ン
メ
ン
を
食
べ
る
た
め
に
時
々

自
転
車
で
出
か
け
る
。
た
ど
り

着
い
た
先
で
の
一
杯
の
タ
ン
メ
ン

は
秀
逸
だ
。
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
で

は
な
く
自
分
一
人
の
楽
し
み
だ
。

（
吉
田
）

　
　
訃
　
　
報

小
宮　
　
三
郎
様
（
93
歳
）

松
本　
　
利
一
様
（
92
歳
）

小
原　
　
孝
雄
様
（
81
歳
）

福
島　
　
一
義
様
（
77
歳
）

吉
開　
　
隆
志
様
（
76
歳
）

岩
澤　
　
克
己
様
（
71
歳
）

大
矢
木　
　
章
様
（
80
歳
）

斉
藤　
　
俊
二
様
（
85
歳
）

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


